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平成28年度 中高年安全登山指導者講習会（西部地区）報告

　平成２８年度中高年安全登山指導者講習会（西部地

区）が１０月８日（土）～ １０日（祝月）の日程で開催さ

れた。紅葉にいい季節と思い設定していたが、岩手国

体と日程がかぶってしまい、関係者各位にはご迷惑を

おかけした。西部地区は徳島県山岳連盟の主管、山は

日本百名山の「剣山」で、机上講習と宿泊は、山中の

「ラ・フォーレつるぎ山」を利用した。

　受講者は滋賀３、京都３、兵庫２、岡山１、広島２、

山口４、島根３、鳥取５、愛媛３、宮崎１、佐賀１、熊

本１、鹿児島１と１府１２県より３０名が参加し、講師・

スタッフ２８名と合わせて５８名となった。

　２年前、全日本登山大会を同じ時期に行ったとき

は、下山後に台風の直撃を受け、何名かが帰宅を１日

遅らせるハプニングがあり一部の参加者にはご迷惑を

おかけした。今大会は実技当日の朝、小雨に見舞われ

たが、予定通りのスケジュールで実施できた。午後は

雨、ガスともに止み、剣山からの景色を見ていただく

こともできた。

　初日（９日）は開講式のあと、講演が２題行われた。

講演１「山岳ナビゲーションについて」（村越真講師）
道迷いが山岳事故のトップであり、１０代から２０代の

事故が多い。道迷いを防ぐには地図をしっかりと見

て、現在地の把握とコースの先読みをすることが大切

であり、その手法などについての講義があった。

講演２「�山岳遭難のヘリコプターによる救出事例と対
応」（猪子裕講師）

　救出事例のビデオを交えて山岳遭難における救出の

困難さの説明があった。遭難者を上空から見つけるの

は難しく、蛍光色のウエアやレスキューシートなどは

発見に有効である。また、実物の救出器具を使用して

の詳しい説明があった。

　２日目（１０日）はナビゲーション、および低体温症

に対する登山実技を行った。「ラ・フォーレつるぎ山」

から見ノ越までバスで移動。

　見ノ越で登山開始前に、村越講師から屋外での読図

講習のポイントについて説明を受けた。内容は特徴的

な地形点で地図・コンパスを使った①先読み、②ルー

ト維持、③現在地の把握の方法などである。行動は、

Ａ隊を５班（１班あたり３名～４名）に分け、それぞ

れの班に徳島岳連の読図指導員１名が付き、村越講師

（見ノ越～西島、山頂～西島）、看護師・写真撮影（各

１名）と北村講師が同行する体制で実施した。

　各班毎に移動し読図指導員から、先読み、ルート維

持、現在地の把握について随時問いかけ、その際、正

解、不正解を受講者が地図や現地の情報などの根拠を

使って言えるように研修を行った。また、村越講師に

は各班をまわり個別指導をしていただいた。

　Ｂ班についてもほぼ同様の研修を実施することがで

きた。村越講師と北村講師にはＡ班と同行する以外の

場所で同行していただき、各班をまわり個別指導をし

ていただいた。

猪子講師の講演

村越講師による実技指導
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剣山下山途中での読図指導

　天候は、午前中、小雨でガスがかかる状態であった

が読図講習には支障なく順調に実技講習がなされた。

頂上での休憩・昼食は、計画では屋外を予定していた

が天候が悪く気温も低かった（山頂気温９℃）ため、

急遽、頂上ヒュッテの部屋を借り昼食をとった。

　午後には雨も止み、頂上からの下りではガスも晴

れ、周りの地形が確認できる状況となり、読図講習に

より幅が出た。頂上では低体温症にならないための予

防についての簡単な講習の後、シュラフ、ツェルト、

バナー、ペットボトルを利用して実技演習を行った。

　ほぼ予定通り全員下山後、バスに乗車し体調不良者

等もなく実技講習は終了した。夕方６時からの食事を

しながらの情報交換会では、山の話に花が咲いた。

　３日目（１０日）は講義と研究協議が行われた。

　講演に先立ち、村越講師より、昨日の実技講習に対

する講評があった。

講演３「中高年登山の現状と問題点」（北村憲彦講師）
　最近の山岳遭難の概況として、一般的な登山者の事

故が多く、中でも道迷いが４０％を占めている。年齢別

遭難者では中高年（５０歳以上）の方で５２％となってい

る。また、単独登山での死亡率が高く、登山者の組織

化が重要である。

　中高年登山者の問題点として、旅行感覚で登山を楽

しむ、他力本願で自立していない登山者の増加が挙げ

られる。メンバー間の体力・技量差やプライドも問題

である。中高年の安全登山対策として、登山の特殊性

を意識した体力つくりや環境を考えた登山行動の理解

が大切である。登山客から自立した登山者になること

が重要である。

　研究協議「道迷いを防ぐには」では、登山行動の班

を基準とした分科会方式で討議を行った。ブレーン

ストーミング法によりテーマに対するキーワードを

出し、グループ化と階層化を行い、模造紙にまとめを

行った。その後、各班の発表となった。

　各班の発表後、北村講師より講評が行われ閉講式と

なった。

　以下は、参加者からの一言（アンケートより）

【講義１】山岳ナビゲーションについて
〇小型のコンパスを見てびっくりしました。大変使い

やすく機能的で気に入りました。

〇ナビゲーションを理論的に解説され、大変わかりや

すかった。今後、ルートをただ歩くだけでなく、地

図読みを合わせ、考えながら歩こうと思います。

〇コンパスの持ち方は目から鱗でした。

【講義２】�山岳遭難のヘリコプターによる救出事例と
対応

〇山岳遭難におけるヘリコプター救助は万能でないこ

　とを理解でき、救助要請すべき我々のできること、

すべきことを明確にすることができた

〇救助要請のタイミング、ヘリに発見してもらう方法

がよくわかりました。

【講義３】中高年登山の現状と問題点
〇山岳での遭難、特に中高年の問題点がよく理解でき

た。登山はハイリスクなスポーツであるという意識

を一般の方にも伝えていきたい。

〇高度や風による気温の変化から、登山中の生理学に

至るまで広い範囲で楽しく教えていただけました。

【実技】
〇小グループ（３人程度）で、とても分かりやすく、実

閉講式（日山協仙石常務理事の講評）

北村講師の講演
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第７回自然保護指導員研修会実施報告
　平成２８年１１月５日、国立オリンピック記念青少年

総合センターにて、第７回自然保護指導員研修会を、

公益社団法人東京都山岳連盟の主管で、参加者３５名

を集め開催した。今回の研修会は２部構成で、１８時に

始まった第１部では自然保護指導員制度の説明及び参

加４都県の自然保護活動状況の説明、１９時３０分に始

まった第２部では山岳自然に関する講演が行われた。

　１部の冒頭に岡田博之都岳連自然保護委員長の主管

挨拶が行われ、オバーユーズやトイレ等の山岳におけ

る登山利用の関わる諸問題、シカをはじめとする野生

動物との軋轢の問題、リニア新幹線など開発に絡む山

岳環境への影響の懸念等々、山岳環境への課題が山積

するなか、この研修会を自然保護指導員に携わる方々

の知見を一層広める契機となることを期待するとし

た。

　引き続いて、日山協自然保護委員長の松隈豊から、

主催挨拶を兼ね自然保護指導員制度について説明を行

い、現状の自然保護指導員が１２７７名の登録で、ここ数

年来減少傾向にある点を挙げ、指導員制度の意義を訴

えた。そして、「保全活動など額に汗する実行動に率先

参加」する行動重点型を「期待する指導員像」と位置

づけ、行動を通して社会貢献に少しでも寄与しようと

する気概を持ち、加盟各団体の自然保護委員会の活動

には積極参加し、山岳自然保護にお

ける先兵役として活躍されること願

うとした。最後に配布の資料「自然

保護指導員のための基礎知識につい

て」の持ち帰り後の復習を促した。

　引き続き、埼玉、千葉、東京、神奈

川の各自然保護委員会から各地域の

活動概要が説明され、自然保護活動

内容への理解を深めた。

　第２部では、東京農業大学助教　栗田和弥氏を招

き、「日本の美しい山岳自然環境の復元と保護～巻機

山４０年間の活動から学ぶ」と題した巻機山ボランティ

ア活動を題材にした講演を聴講した。

（講演要旨）
　巻機山での自然保護活動は１９７７年に始められ、ボラ

ンティアレベルとして国内第３例目の活動となった。

巻機山では１９５５年ころから登山者の増加で植生破壊

が発生し、裸地の拡大、表土流出、洗掘溝の発達など

山岳環境の荒廃を導きだした。ビッシリと列をなした

巻機山への登山者の当時の様子が写真に残っている。

特に、残雪期などに、いわゆる巻機山の特色の雪田草

原と呼ばれ草地に踏み込んでしまうなどしてできた経

路が複線化し、植生の減退を招き、露出した地面が風

雨で浸食され、土砂が流出しガレ場や溝となって山肌

が荒れてしまった。更に、流出した土砂が池塘を埋め

てしまう事態を招いた。登山道の修復作業から池塘の

復元作業に至るまで、４０年にも亘って活動が行われて

きた。池塘の復元作業は巻機山が日本で最初に試みら

れたもの。これらの活動の成果は公益財団法人日本ナ

ショナルトラスト、巻機山景観ボランティアーズ、東

京農業大学造園科学化自然環境保全研究室が連携して

「巻機山�景観と植生の復元４０年の成果」に講師などが

著者となって出版物に纏められている。

（自然保護委員長　松隈　豊）

技も見たり聞いたりするだけでなく実際にコンパ

ス、地図を常に利用し、位置関係、地形等が正確に

つかめてよかった。

〇低体温の恐ろしさを知りました。

【研究協議】
〇グループで話し合えば、知恵も出るので良かった。

〇ブレーンストーミングを各会に持ち帰り実践すべき

であると感じました。

〇ブレーンストーミングで他の意見を聞き、自分の考

えを進めていくことが重要と思いました。
参加者による記念写真
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第97回 Mountain World

アクシオン・ディレクトから２５年

池田常道

　世界初のⅪ級（５.１４d/9a）、アクシオン・ディレク

トがヴォルフガング・ギュリッヒによって拓かれてか

ら四半世紀が経った。

　ドイツのフランケンユーラにある比較的小さな石

灰岩塊、ヴァルトコプフの張り出し（１３５度）を登るこ

のルートは、１９８０年代にミラン・ジコラがボルトを

設置してトライを始め、友人のギュリッヒに譲ったも

のだった。ギュリッヒは、よりダイレクトなラインか

らスタートし、指２本しかかからないポケットへの大

胆なランジを含む１６手のシークエンスを完成させた。

１９９１年９月１４日のことである。

　その年の初めにパタゴニアのパイネ中央岩塔遠征か

ら帰ったギュリッヒは、ポケットの連続するこのライ

ン克服に向けて、試登とキャンパスボードでのトレー

ニングを繰り返した。

　ギュリッヒは１９６０年１０月２４日、ルートヴィヒス

ハーフェンに生まれ、１３歳のときに南プファルツで岩

登りを始めた。当初から彼の地のハードルートを再登

してその名を知られるようになり、東ドイツのエルベ

砂岩地帯やアメリカのシャワンガンクス、ヨセミテな

ど各地のトップルートを手に入れた。１９８３年『アルピ

ン』誌のインタビュー（岩と雪１０４号に訳出）でⅩ級

時代の到来を予言したギュリッヒは、自ら一歩一歩グ

レードの限界を押し上げていった。

　８４年　カナール・イム・リュッケン　Ⅹ−（５.１３d/8b）。

　８５年　パンクス・イン・ザ・ジム　Ⅹ（５.１４a/8b+）。

　８６年　アマデウス・シュヴァルツｪネッガー　Ⅹ。

　８７年　ウォールストリート　Ⅺ−（５.１４b/8c）。

　９１年　アクシオン・ディレクト　Ⅺ（５.１４d/9a）。

　８８年から９１年の間はカラコルムやパタゴニアへの

遠征があったため、世界初の８ｃはベン・ムーン（英）

のハッブルに譲ったが、これ以外のすべてのステップ

はギュリッヒが実現した。

　初めてのカラコルム遠征は８７年、６０００ｍの高さで

フリークライミングを実践すべく、クルト・アルベル

トらと組んで行われた。グレート・トランゴでは失敗

したものの、ネームレス・タワーで、前年登られたユー

ゴスラヴィア・ルートオールフリーⅧ＋で登った。翌

年もトランゴを目ざし、前年に目を付けていた新しい

ラインをフリーで試みたが、悪天候もあって惜しくも

４か所のエイドを残した（Ⅸ、A2）。このイターナル・

フレームはその後さまざまなクライマーが繰り返しフ

リーで挑んだ末、２００９年にギュリッヒと同じドイツの

フーバー兄弟によって達成された。

　パイネ中央岩塔東壁は９０ ／ ９１年シーズンに、やは

りアルベルトとのコンビで試みられた。ライダーズ・

オン・ザ・ストームと名付けられたこのルートはⅨ、

Ａ３だったが、近年やはり完全フリー化の試みが続け

られている。つい最近もメイヤン・スミス＝ゴバトと

イネス・パペルトの女性ペアが上部クラックをフリー

化し、エイドピッチを迂回するバリエーションを拓い

た。

　アクシオン・ディレクトはこの２５年間に１８回しか

再登されていない。９５年のアレクサンダー・アドラー

に始まり、２００５年には日本の小山田大が第７登、１１手

のあらたなシークエンスで成功した。スポーツクライ

ミングの前線はいまや５．１５台まで伸びているが、金

字塔としての価値は損なわれることはない。アクシオ

ン・ディレクトから１年足らず、ギュリッヒは９２年

８月２９日に自動車事故で亡くなった。享年３１。

ヨセミテでトレーニングに励むギュリッヒ（１９８６年）
岩と雪１０４号より
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「山の日」制定記念
―ふるさとの山を登ろう―

福井県・赤兎山（あかうさぎやま １，６２８.7ｍ）

新
連
載

　石川・福井県境の谷峠から杉峠までの稜線を加越

国境と言い、赤兎山はその山域内の東に位置する。そ

の山容は名前のとおり、なだらかな優しい形をしてい

る。頂上から避難小屋までの赤兎平と呼ばれる高層湿

原帯の高山植物、そしてなんと言っても正面に見る白

山・別山・三ノ峰、振り返ると百名山の荒島岳（１５２３．５

ｍ）や福井県に山域を有する山として最高峰の経ケ岳

（１６２５．２ｍ）等が登山者の心を魅了する。

　子供から大人、そして家族連れまで多くの方々に

登っていただきたい「福井県の山」である。

　登山道へは車で国道１５７号線より小原集落を抜け、

小原林道入り口で入山料（大人１人３００円）を支払い、

２０分さらに走ると登り口の駐車場に着く。小原峠まで

の登山道は白山を開山した泰澄大師（６８２ ～ ７６７）がた

どった越前禅定道である。小原峠は六宿目の伏拝（ふ

せおがみ）である。途中幾つかの小さな沢を横断。峠

の近くまで水があり、かつての修験僧も暑い夏には喉

を潤していたに違いない。登り口から峠までは４０分。

　峠は北に大長山（１６７１．４ｍ）、北東に西俣谷川を

下って石川県側の市ノ瀬へ（越前禅定道）、そして赤兎

山へは南側の登山道を行く。ここからブナ林の急登を

登る。途中ロープが張られていて木の根に足を置きな

がら滑りやすい急登を越すと、やがて大船山への分岐

点に出る。

　大船山を越え経ケ岳への稜線まで続くルートと、こ

れから登る赤兎山山頂、そして白山に続く三ノ峰頂上

までは、福井山岳会（福井県山岳連盟所属）が登山道

整備にあたっている。

　赤兎山山頂まで小原峠から４０分。大船山分岐を抜

ける頃左側に霊峰白山の勇姿、振り返ると大長山のな

だらかな山頂が見える。やがて頂上に着くと大勢の登

山客が方向板を見ながら山頂からのパノラマを堪能し

ていた。

　この山の人気は石川県はもちろん、遠く関西・中京

地区からの登山者もいる。頂上でお会いした方々が

「福井の山幾つも登ったよ。」と言われると、「地方の

山はその地元の山岳会や森林組合の方々のおかげ（登

山道整備等）で皆さん安全に登山出来るのですよ。征

服したのでなく、登らせてもらったと感謝してくださ

い。」と、つい言葉に出てしまうのは、草刈り機と燃料

を持って登山道整備にあたった経験を持つ者だからで

しょうか？

　頂上からは東側にゆっくり木の階段を下ると赤兎平

の高層湿原地帯になり、避難小屋までの間に池塘があ

り赤池にはモウセンゴケやイワイチョウなどの植物が

ある。６月にはニッコウキスゲ・ササユリ、秋にはナ

ナカマドの赤色に高山植物が登山者を楽しませてくれ

る。避難小屋までは２０分。

　赤い屋根の避難小屋はこのコースが整備された福井

国体（１９４３年）に建てられ、地元山岳会が維持管理に

尽力している。その小屋の裏側の小高い草原の先には

見事な展望台があり、正面の大スクリーンの中に霊峰

白山の勇姿・その隣りに続く別山・三ノ峰と美濃禅定

道の稜線が登山者の心を魅了する。

　朝、登り口を出発し、昼食をこの展望台で取る登山

者はきっと生涯の思い出になるに違いない。

　他にも登っていただきたい沢山の素晴らしい福井県

の山々がありますが、皆さんに気軽に楽しんでいただ

ける山として「赤兎山」を紹介させていただきました。

　福井県には２００ｍ低山から２，０００ｍの山まであり、

日帰りで登れる山々（１，２００ ～１，６００ｍ）が県境を

囲んでおり、その自然の恩恵は恵みの水となり、広く

大地を潤してくれます。この豊かな自然を後生に残す

ためにも、沢山の方々に故郷の山に登っていただき、

大切な自然を守り続けていただきたいと願います。

（福井県山岳連盟理事長　渋谷好司）

赤兎平

避難小屋裏からの白山
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ＩＦＳＣクライミングワールドカップ2０１６
３種目総合ランキング

野口啓代が銀メダル、藤井快が銅メダル
　１１月２６日（土）～ ２７日（日）のスロベニア・クラニ

大会で、今シーズンのワールドカップが全て終了した

のを受け、ボルダリング、リード、スピードの総合成

績で争う「コンバインドランキング」の表彰が合わせ

て行われた。

　日本勢では、ボルダリングとリードの２種目に参戦

した野口啓代選手（茨城岳連）が２位、藤井快選手（東

京都岳連）が３位に入り、表彰台に上がった。

　野口選手は、ボルダリングの重慶大会で２位、リー

ドのクラニ大会で２位と、ボルダリング、リード両方

で表彰台に上がる活躍を見せ、３種目総合で２位。

　藤井選手は、ボルダリングでバイル、ナビムンバイ

の２大会で優勝。リードでもヴィラール大会で８位に

入り、３種目総合で３位に入った。

　その他にも、男女とも１０位以内に４名の日本選手が

ランクインしており、日本代表のボルダリング、リー

ド料種目での実力の高さがうかがえる結果となった。

　東京２０２０オリンピック大会では、それぞれの選手

が３種目全てで競い、総合成績で争うルールとなるこ

とが予定されており、現在のところ複数種目で参戦す

る選手はまだまだ少ないものの、オリンピックに向け

コンバインドランキングはさらに注目されることにな

りそうだ。

ＩＦＳＣクライミングワールドカップ２０１６
オーバーオールランキング

【女子】
１位 ヤンヤ・ガルンブレット（スロベニア）
２位 野口啓代（日本）
３位 ジェシカ・ピルツ（オーストリア）
５位 小林由佳（日本）
８位 小武芽生（日本）
９位 尾上　彩（日本）

【男子】
１位 ショーン・マッコール（カナダ）
２位 ヤコブ・シューベルト（オースオトリア）
３位 藤井　快（日本）
５位 樋口純裕（日本）
７位 島谷尚季（日本）
１０位 楢崎智亜（日本）

　　１１月２６日（土）～ ２７日（日）にスロベニア・クラ

ニで行われたリード競技のワールドカップシリーズ最

終戦で、野口啓代選手が銀メダルを獲得した。

　女子は、普段ボルダリングのワールドカップを中心

に参戦している野口選手が、前戦の中国・アモイ大会

に続く自身２戦目のリードワールドカップで堂々２

位。リードでもトップレベルの実力を改めて知らしめ

た。小林由佳選手（茨城岳連）は、準決勝より１つ順位

を上げて７位。

　男子は波田悠貴選手（埼玉岳連）が自身初のワール

ドカップ決勝進出を果たし、８位でシーズンを締めく

くった。

オーバーオールランキング女子表彰台

オーバーオールランキング男子表彰台

クラニWC女子リード表彰台
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夏山診療所体験記

　先日２０１４年度より登録させていただいていた登山

医学会のコースで、無事に認定国際山岳看護師の資格

を取得させていただくことができました。普段はフル

タイムでの病院勤務のため、自分の休暇を利用して少

しでも山岳医療に関われればと思っていたところ、登

山医学会でご一緒させていただいている先生方のご厚

意で、槍ヶ岳診療所に３日間、富士山衛生センターに

２日間お邪魔させていただくことができました。どち

らの診療所でもとても貴重な体験をさせていただきま

したが、今回は最初に伺った槍ヶ岳診療所での体験に

ついて簡単に書かせていただきます。

　東京慈恵医科大学が開所されている槍ヶ岳診療所

は、昭和２５年に槍ヶ岳山荘に併設して開所された歴

史のある診療所です。アプローチは上高地ルート、新

穂高温泉ルート、表銀座ルートなど色々とあります

が、今回は登ったことのない新穂高温泉ルートで入所

することにしました。途中何か所か沢を越え、高山植

物のお花畑に癒され、飛騨乗越手前に設置されている

救急箱の中身が気になりつつもお昼過ぎには診療所に

到着。ドキドキしながら診療所の扉を開けると、すで

に到着されている先生や看護師さん達が笑顔で迎えて

くださり、一気に緊張が解けました。槍ヶ岳診療所は

ボランティアのスタッフで成り立っており、それぞれ

が都合のよい日程で入所されるため、毎日メンバーが

入れ替わり、新たな出会いが沢山あるのが良いなと思

いました。皆さん山好きなだけあって、個性的で愉快

な方ばかりです。

　私が入所させていただいた日は平日でお天気も不安

定だったため、登山者の数も夏にしては少ないかなと

いう印象でした。日中は登山者の皆さんも行動されて

いるためか、患者さんは朝と夕方に比較的多く来所さ

れました。軽度の高山病の方が多く、ほとんどの方が

頭痛や胃部不快感などを訴えておられました。皆さん

先生に診療してもらうとやはり安心するようで、それ

だけで少し元気になられるようでしたが、たいていの

場合は頭痛薬や吐き気止めをお渡しして様子をみて

いただくという対応でした。ほとんどの軽症の高山病

は、呼吸の仕方に気を付けたり高度を下げれば改善す

ることが多いため、必ずしも薬が必要ではないのかな

と疑問に思い質問させていただいたところ、槍ヶ岳診

療所では初診料として２，０００円いただいているため、

薬なりをもらった方が患者さんも満足されるのでは

ないかと思うとの回答をいただきました。確かに一理

あるし、色々な考え方があって良いのかなと思いまし

た。

　高山病の他には、耳に虫が入った方、虫刺されによ

るアレルギー症状の出た方などがいらっしゃいまし

た。中国や韓国など海外からの登山者の方も時折来所

され、留学時代に学んだ英語が少しですが生かせたの

も嬉しかったです。

　２日目の夕方には、軽症の方がほとんどの中、中等

度の高山病の高校山岳部の生徒さんが来所されまし

た。標高の低い殺生ヒュッテまで降りた方が良いとい

うことで、患者さんの荷物を持って殺生ヒュッテまで

同行するという経験もさせていただき、普段からの山

の経験が役立った一幕でした。次の日元気に登頂して

いる患者さんに山頂で再会でき、とても嬉しかったで

す。

　患者さんが少ない時間帯には、みんなで診療所の掃

除や整理整頓をしたり、医療器具の消毒をしたり、時

には小屋のお手伝いなんてこともあるようです。山の

上では医療器具の消毒は昔ながらの煮沸消毒や火炎滅

菌。一部スタッフははるか昔病院でも実践していたと

のことで慣れた手つきでしたが、私は初めての体験で

とても新鮮でした。

　また、交代で槍ヶ岳の山頂まで足を伸ばす…なんて

ことも出来、３日間の滞在の中で４回も登頂してしま
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いました。初日は初めてのメンバーの皆さんと一緒

に、２日目の朝は同じ登山医学会の看護師さんと小

槍、ひ孫槍、孫槍経由のバリエーションルートから、

夕方には運良く影槍にブロッケン現象という神秘的な

光景が、最終日は槍ヶ岳山頂からの日の出と様々な山

の表情を楽しむことができました。これも槍ヶ岳の直

下にある診療所だからこその醍醐味だなと思います。

　今回の滞在中は、診療所内にある快適な寝床や、小

屋のスタッフさんが提供してくださる美味しい食事、

素敵な仲間達との出会いなど本当に快適に過ごすこと

ができました。これも長年に渡って槍ヶ岳山荘さんと

慈恵医科大学の方々が築いてきた関係の賜物なのだろ

うなと思います。また会話の随所で、診療所の歴史に

関するお話なども伺うことができ、色々な方々の努力

や支えがあってこそ現在の診療所があるのだなと感じ

ました。山荘のスタッフの方々や一緒に働かせていた

だいた皆さんには本当にお世話になり、感謝の気持ち

で一杯です。今回は長い歴史の中のほんの一瞬に関わ

らせていただいただけですが、次回また自分の知識も

アップグレードしてお邪魔させていただけたらと思い

ます。� （茅ヶ崎山岳会　重盛ゆき子）

第7回全国高等学校選抜クライミング選手権大会
おめでとうございます。

　弊社ではパルスオキシメータ（経皮的動脈血酸素飽和度計）“パルスフィット BO-600”

を格安の値段で提供させて頂いております。ご希望の方は、下記までお申込み下さい。

1.8 万円 !!
ポッキリ

スポーツクライミングの競技会場決定!!
　１２月7日（水）、スイス・ローザンヌで開催されて
いたIOC理事会で、東京２０２０オリンピック大会の
追加競技に選ばれたスポーツクライミングの競技会
場が、東京都江東区の青海アーバンスポーツ会場に
なることが正式に決定された。発表によるとスケート
ボードと同会場となる。
　開催都市が推薦できる追加競技の経費は、開催都
市側が負担しなければならないので、経費削減の面
から観客席などは競技日程を調整して、2競技で併用
することになるのであろう。
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法人名称変更を決議
　１１月１３日（日）に東京・渋谷ＴＫＰカンファレンス

センターで開催された平成２８年度理事会（第３回）及

び臨時総会にて、本協会の法人名称を平成２９年度より

「公益社団法人日本山岳・スポーツクライミング協会」
（英文名：Japan Mountaineering & Sport Climbing 

Association）と改称することが決議された。
�

平成 28 年度理事会（第３回）報告

　先ず臨時総会に先立ち、１０時３０分から平成２８年度

理事会（第３回）が開催された。

　小野寺事務局長より理事２４名（欠席１名）、監事３

名の出席状況が報告され、理事会開催の定足数を満た

していることが宣言された。

　開会に先立ち八木原会長から「スポーツクライミン

グが東京２０２０五輪大会の追加競技として正式に決定

され、祝日「山の日」が施行されるなど慌しい中、平成

２８年度上期が終了した。」と挨拶。

　次いで、定款に従って議長及び議事録署名人を選出

して議事に入った。

１．議　事
（１）議案第１号　�平成２９年度事業及び予算編成方針

について

　小野寺事務局長より資料に基づいて提案説明を行

い、一字訂正で提案とおり賛成２４で承認された。

（２）議案第２号　規程・規則の一部改正について

①�「組織・管理運営規程」の一部改正について

　尾形専務理事から８月２７日の臨時理事会で決議さ

れた組織改編に伴う「組織・管理運営規程」の改訂に

ついて提案説明をし、議場に諮られた

　質疑応答の後、議案第２号①は、一部訂正して、賛

成２４で承認された。

②�「国民体育大会山岳競技全種目についての共通規則」

の一部改正について

　森下競技部長より提案説明があり、議案第２号②

は、異議なく賛成２４で承認された。

③�「クライミング競技審判員規程」の一部改正について

　森下競技部長より提案説明があり、議案第２号③

は、異議なく賛成２４で承認された。

④�「クライミング公認ルートセッター規程」の一部改

正について

　森下競技部長より提案説明があり、１誤字を訂正し

て、賛成２４で承認された。

（３）議案第３号　�公益社団法人日本山岳協会の定款

の一部改正について

①法人名称変更に伴う定款変更について

　尾形専務理事から８月２７日の臨時理事会では名称

を「日本山岳スポーツクライミング協会」に変更する

ことを決議したが、本日の臨時総会に諮る名称変更

は、「日本山岳・スポーツクライミング協会」と「・」

を入れた名称にしたいと提案があった。

「・」があるとないのでの意味の違いについて北村理

事から補足説明があり、質疑応答があった。

　議案第３号①は、賛成２１、反対３で承認された。

②定時総会開催に関する定款変更について

　小野寺事務局長より、定時総会の開催を毎事業年度

終了後２箇月以内から３箇月以内に変更したい旨、提

案説明があり、議案第３号②は、異議なく賛成２４で承

認された。

　以上で議事は終了し、報告事項に入った。

２．報　告
（１）�平成２８年度上期事業・会計報告及び中間監査報

告について　

　小野寺事務局長から上期事業報告、相良財政担当理

事から上期会計報告、内藤監事から中間監査報告がそ

れぞれ資料に基づいて行われた。

（２）平成２８年度上期山岳共済会報告について　

　尾形専務理事から上期山岳共済の事業報告及び会計

報告が資料に基づいて行われた。平成２８年度上期の

山岳共済会の加入者数は、５４，５６６人で前年比６９人減

との事であった。

（３）業務執行理事の職務執行報告について

　１３名の業務執行理事が各自の報告書に基づいて職
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務執行を報告した。

（４）第５５回全日本登山大会・島根大会報告について

　　仙石常務理事から３０都道府県から１６０名の参加

を得て盛大に開催されたことが報告された。

（５）第７１回岩手国体山岳競技大会報告について

　小野寺事務局長より資料の総合成績について一部訂

正があった。

（６）�IＦＳC世界選手権、アジアユース選手権報告に

ついて

　森下競技部長より資料に基づき報告があり、アジア

では敵なしとの事であった。

　以上をもって全ての議事を終了して、１２時４０分閉

会した。

平成 28 年度臨時総会報告

　理事会に引き続いて１３時３０分から臨時総会が開催

された。

　小野寺事務局長より正会員出席者５５名、委任者３

名、欠席者２名、同席者（顧問２名、監事３名、委員長

３名、事務局員１名）の出席状況が報告され、総会開

催の定足数が満たしていることを宣言された。

　次いで八木原会長が、臨時総会を招集することになっ

た経緯として、本協会を取り巻く環境の激変と将来の協

会運営等に対処していくために組織体制の改革や法人

名称の変更などに迫られている現況を説明された。

　会長挨拶の後、定款に則り議長、議事録署名人（議

長、森下健七郎、滝田博之）を選出して議事に入った。

１．報　告
（１）平成２８年度上期事業・会計報告及び中間監査報

告について

　小野寺事務局長から上期事業報告、相良財政担当理

事から上期会計報告、内藤監事から中間監査報告がそ

れぞれ資料に基づいて行われた。

（２）平成２８年度上期山岳共済会報告について　

　尾形専務理事（山岳共済会会長）から上期山岳共済

の事業報告及び会計報告が資料に基づいて行われた。

２．議　事
（１）議案第１号　�公益社団法人日本山岳協会の定款

一部改正について

①法人名称変更に伴う定款変更について

　小野寺事務局長から資料に基づいて提案説明を行っ

た。各加盟団体及び『登山月報』やＨＰでのパブリッ

クコメントで既報した名称変更案に「・」を入れるこ

とになった経緯を北村理事から補足説明して頂いた。

　５６年もの長い間親しんできた法人名称の変更であ

るからそれぞれの思いがあり、賛成、反対の激しい論

戦が交わされた。

　先ず、近畿地区山岳連盟を代表して兵庫正会員が書

面をもって反対意見を述べた。

　次いで近畿２府４県と長野、岐阜の正会員から順次

反対意見が述べられた。

　それに対して栃木、沖縄、福島、高体連の正会員か

らは賛成意見が述べられた。

　議論噴出する中で、最後に賛成・反対の意見が多く

出ており、重要案件でもあるので、継続審議にしては

どうか、との提案がなされた。

　これに対してスポーツクライミングを統括する中央

競技団体としては、東京２０２０五輪大会は何が何でも

成功させなければならない。会長挨拶の趣旨にもあっ

たように、今こそ商いの窓口を増やし、屋号を変えて

でも打って出るべき時期であり、先延ばしすることな

く、決めて頂きたいとの意見もあって、議長は裁決を

宣言した。

　採決の結果、議案第１号①の法人名称「公益社団法

人日本山岳協会」を「公益社団法人日本山岳・スポー

ツクライミング協会」に変更し、平成２９年４月１日か

ら施行することについて、賛成４８（賛成４５、委任３）、

反対１０で承認可決された。

②定時総会開催に関する定款変更について

　小野寺事務局長が資料に基づき説明し、提案を行っ

た。

　議案第１号②は、定時総会の開催を現行の「毎事業

年度終了後２か月以内に１回開催する。」を「毎事業年

度終了後３か月以内に１回開催する。」に変更し、平成

２９年４月１日から施行することについて、賛成５８（賛

成５５、議委任３）、反対０で、承認可決された。

　以上をもって全ての議事を終了して、１５時３０分閉

会した。

【お詫びと訂正】
　前号（５７２号）４頁の国体山岳競技の総合成績
に間違いがありました。お詫びして訂正します。

総合成績
天皇杯（男女総合） 皇后杯（女子総合）
１　位 埼玉県 １　位 長崎県
２　位 茨城県 ２　位 埼玉県
３　位 長崎県 ３　位 茨城県
４　位 千葉県 ４　位 鳥取県
５　位 大阪府 ５　位 山口県
６　位 岩手県 ６　位 東京都
６　位 鳥取県 ７　位 宮城県
８　位 東京都 ７　位 千葉県

７　位 大阪府
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平成２8年度（２8年１１月）
常務理事会・連絡部会報告

日　時　�平成２８年１１月１日㈫
　連絡部会：１８時～ ２０時１５分
　常務理事会：２０時１８分～ ２１時２５分
場　所　岸記念体育会館・４Ｆ特別会議室
出席者　八木原会長、尾形・國松・髙橋・
亀山各副会長，西内、森下、京オ、瀧
本、仙石、水島、中瀬各常務理事，相良
財政、西原競技運営、小日向選手強化、
澤田国際各委員長，中畠監事

委　任　小野寺常務理事、増山理事、山
本・松隈・角田各委員長

　（２２名中１６名出席）

１．議　事
⑴平成２８年度１０月常務理事会議事録の
承認について（事前送付済）

　事前送付で確認されており、承認。
⑵平成２９年度事業計画及び予算編成方
針について

　尾形専務理事から、配布資料の一部訂
正（案）を説明。

　登山事業、競技事業等の加筆訂正があ
り、修正後再度メールにて回議するこ
とで承認。

⑶規程・規則の改定（組織・管理運営規
程、国体規則）について

　尾形専務理事から「組織・管理運営規
程」、森下競技部長から「国民体育大
会山岳競技全種目についての共通規
則」、「クライミング競技審判規程」、
「クライミング公認ルートセッター規
程」の一部改正（案）が説明され、一部
加筆訂正して理事会に提案することを

ＩＦＳＣ本部訪問報告
　今年のＵIＡＡ理事会・総会は、１０月１２日～ １５日

にイタリアのブレッセノーネで開催された。当初から

総会終了後にIＦＳCの本部を表敬する予定で日程を

組んだ。

　１０月１７日（月）、ＵIＡＡ総会を後にして同じくイ

タリアのトリノに向かった。事前にアポイントを取っ

ており、IＦＳC本部には１１時３０分に訪問した。

　本部は６月に引っ越してここに来たとのことで、町

の中心部に近く、便利なところにあった。ビルの１階

（日本流２階）に事務所があり、部屋は３つ、合計する

と今の日山協の事務所の１．５倍程度である。

　応対は管理担当理事のフランセスカ（Francesca）、

そして経理担当副会長のピエールヘンリー（Pierre-

Henri�Paillasson）というフランス人であった。彼は常

駐している訳ではなく、今回の会談のためにわざわざ

来たとのこと。国境近くに住んでおり、車で２～３時

間と言っていた。マルコ会長が世界大学選手権大会で

中国に行っており、会えないため、彼が代理で会見し

てくれた。

　スイスにも事務所があるが、人件費・物価が高く、

人もあまりおけないとのこと。

　それほど長い時間ではなかったが、意見交換を行っ

た。登山の事、スポーツクライミングの事など広汎に

昨今の事情について話し合った。日本は、というより

日山協は是非登山とスポーツクライミングを同時に

統括してほしい。同時に行うことによって相互に刺激

し合い、両方発展していくはずだ。協会の名称変更も

他の国に先駆けて行い、模範となってほしいとのこと

であった。日本の事情、例えば大会ごとに施設を作っ

ては壊しで永久的な施設が少なく経費がかかること

を説明した。フランスはシャモニに施設があり、同様

の事を行っているとは言っていたが、固定した施設が

なかなか見つけにくいことが、どうも理解してもらえ

なかったと思う。フランスはモーリスエルゾーグやピ

エールマゾーがスポーツ大臣を歴任しており、伝統的

に文化として山に理解があり、スポーツクライミング

にも理解があるとは言っていた。さらに映像を意識し

なくてはいけない、わかり易い競技にしなくてはいけ

ないとも言っていた。スピードはかなりわかり易く順

位がつくが、ボルダリングは一般の人には相対的に分

かりにくいので何とかしなくてはいけないとも言って

いた。� （小野寺　斎）

ＩＦＳＣ本部のビルの前にて
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承認。
⑷理事会次第、臨時総会次第について
　尾形専務理事から理事会及び臨時総会
の次第について説明。

　以下の質疑があった後、理事会議案第
３号、総会議案第１号の定款の一部改
正については、①法人名称変更に伴う
定款変更②定時総会開催に関する定款
変更、として議案書を作ることで承認。

髙橋：会計処理の問題だけで定時総会開
催を毎事業年度終了後３箇月以内と
軽々に定款変更してよいのか、慎重に
考慮すべきではないか。

中畠：定時総会開催時期の変更理由を決
算・監査の支障のみではなく、関連団
体の開催時期等も参考にして高尚な理
由付けできないか。

２．報告事項
⑴平成２８年度上期事業、会計及び中間監
査報告について

　尾形専務理事から資料に基づき平成２８
年度上期事業を報告。資料の一部加筆
訂正が指摘され、修正。

　相良財政委員長から資料に基づき平成
２８年度上期会計（貸借対照表、正味財
産増減計算書、予算対比正味財産増減
計算書内訳表、財産目録、財務諸表に
対する注記、附属明細書）を報告。資料
の一部訂正が指摘され修正。

　中畠監事から１０月２８日に行われた中
間会計監査について監査所見に基づい
て報告された。

⑵平成２８年度上期山岳共済会報告
　尾形専務理事から資料に基づき平成２８
年度上期の事業及び収支報告がなされ
た。

⑶第７１回岩手国体山岳競技報告（競技
部）

　西原委員長より資料に基づき第７１回
岩手国体山岳競技大会について報告さ
れた。次いで主管された岩手県山岳協
会髙橋会長から地元側の報告が補足さ
れた。

⑷パブリックコメントについて（続き）
　尾形専務理事から、９月１２日から３０日
間のパブリックコメント募集は、賛成
１、反対３、別名称の提案１の計５件
だったことが報告された。

⑸毎日スポーツ人賞の推薦について
　世界選手権の男子ボルダリングで金メ
ダルを獲った楢崎智亜選手を「新人賞」
に推薦したことが報告された。

⑹アジアユース選手権報告
　小日向委員長から資料に基づいて報
告。金メダル９、銀メダル６、銅メダル
２の計１７個のメダル獲得が報告され
た。また、東京２０２０五輪に照準を合わ
せた中国が欧州からコーチを招聘して
選手強化を図り、表彰台に台頭してき
ているとの報告もあった。

⑺日体協指導者制度改定案抜粋報告
　瀧本常務理事から資料に基づき平成
３０年４月から実施される日体協公認ス
ポーツ指導者制度の改定案について報
告があった。

⑻第７７回栃木国体正規視察報告、第７３
回福井国体準備状況打合せ報告

　西原委員長から１０月１３日に行われた

第７７回栃木国体正規視察報告と１０月
２７日に行われた第７３回福井国体準備
状況打合せの報告があった。

⑼新春懇談会特別表彰の候補者推薦依頼
　尾形専務理事から候補者推薦依頼書を
１０月２７日に発送した旨報告があった。

⑽パラクライミング日本選手権２０１７
　森下競技部長から１０月常務理事会で
承認された標記大会の開催要項に一部
変更が生じたと報告があった。（アイマ
スク着用はＢ１カテゴリーのみとなっ
た。）

３．指導員・審判員　検定結果報告
　講習会名：Ａ級主任検定員養成講習会
合 格 者：２名

　開催日時：２０１６年１０月１～２日
　開 催 地：長崎県
　寺崎良夫（福岡）、田中雄兒（福岡）以上、
２名の主任検定員を承認。

４．後援報告、協賛等の依頼について
⑴広島・比婆山国際スカイライン後援名
義使用（広島県山岳連盟）

⑵映画「笠置ロック」の後援名義使用（株
式会社シネマズギックス）

⑶映画「ラスト・ホールド」の後援名義
使用（株式会社松竹）

　上記、３件の申請を承認。

５．専門委員会動静
　１０月（１０月６日～ １０月３１日）
〔報　告〕
⑴国際委員会
　１０月１１日㈫　出席６名、委任８名
ア）報　告
・マカルー /カンチ初登頂６０周年記念式
典（ネパール）

　ＪＡC東海支部隊　尾崎祐一氏、田中
元氏�参加予定

・ロシア女性Ｆｅａ．（Irina）より来夏エ
ルブルース登山へのお誘いロシアから
Ｆｅｓ日本開催のお礼の意味で、プレ
ゼン資料が送られてきた。一般的な南
面からの登山、あまり人の入らない北
面から、北面から南面への縦走、の３
パターンが提案されている。期間は、
来年５月～８月。国際委員関係で検討
して貰いたい。

・２０１７年６月総会兼海登研の会場につい
て

　キャパ８０人程度、６ケ月前に予約可
能、アクセス良の条件で７施設が見つ
かる。一番早く（１１/２８）確保できる可
能性のある立川市の「たましんＲIＳ
ＵＲＵホール」をもう一度調べて、よ
ければ確保努力をする。来月確認。

イ）協　議
１．第３回海外登山懇談会
　１１/１７㈭　オリセン（セ−３０４）
　「私の海外の登山・山スキーの旅　―
山と仕事と―」　坂上光恵氏

　「子連れだからこそ海外へ！家族で楽
しむ海外クライミング」山岸尚将氏

２．国内外に向けてのＨＰ案について
　国内向け「海外からの案内」「海外登山
地最新情報」「海外登山の手続きガイ
ド」

　外国向け「About�Japanese�Mountains」
「Mountain�Area�Information」
・「海外登山の手続きガイド」について
　キリマンジャロの調査データを確認。
旅行案内の部分や装備表は不要では。
「登山のルール」の部分が欲しい部分。
全体を分かり易くする意味で内容を
絞った方がいい。おおよそ例年の手続
きの流れを紹介して、あとは公式な現
地サイトにリンクする、という方法で
いい、などの意見あり。

・「About�Japanese�Mountains」について
ａ．日本の山の概要紹介−エリアの紹介、
標高、植生

ｂ．気候と装備−南北の気候特徴、日本
海側と太平洋側の積雪特徴、四季によ
る変化、それに合わせた装備について

ｃ．入山手続き−登山料、国立公園入園
料は基本的に不要、登山届を提出して
入山、一部の登山条例の紹介

ｄ．登山中の注意点−山小屋の利用方法、
キャンプ、トイレ・ゴミ、危険な動植
物（熊、スズメバチ、エキノコックス、
マダニ）

ｅ．緊急時の対処と保険−連絡は警察へ、
捜索費用がかかるので保険加入の推奨

ｆ．計画書の提出−外国人向けのフォー
マットの紹介、各登山口や警察署に提
出（提出方法）

　上記の項目立てと内容を今後も検討す
る。海外の、日本の登山ガイド本を参
考にしてみてもいいのでは（ロンリー
プラネットとか）との意見あり。

ｆ．の外国人向け計画書フォーマットは、
通常の内容に加えて、国籍、パスポー
トＮｏ．日本での連絡先�の３項目を加
える。そして日英の併記で、外国人に
も日本人にも読めるようにする。

⑵自然保護委員会
　１０月２０日㈭　出席１６名
ア）議事録確認
１．ライチョウサミット（第１７回ライチョ
ウ会議）１０月１４ ～ １５日大町市文化会
館（松隈、小林出席）

２．小林委員より報告　１３日：サミット
の名を掲げ一般にアピール。（大町市
長、燕山荘社長らによるパネルディス
カッション）１５日：専門家会議

イ）報告
１．第５回関東地区自然保護交流会（濱
田）　１０月１日～２日　４４名参加

　１日：鋸山の植生について。各都県の
活動報告

　２日：３コースに分かれてのハイキン
グ

ウ）審議
１．第５回関東地区自然保護交流会の反
省について

　２日目のハイキングの集合出発場所の
情報が上手く伝わらなかった。出発の
遅れ発生

　各県の活動報告は必要？
　→関東ブロックとしての交流を通じて
各県の事情を知ることが目的

　各都県の持ち回りに意味があり、総会
の関東ブロックへの展開の役割もあ
る。生の声が聞けることがメリット。
今後の開催場所について討議



　今年は祝日「山の日」の行事やスポーツク
ライミングが東京2020五輪大会の追加競
技に決まり、慌ただしい１年だった。来年
以降しばらくは素早い決断と行動が肝要か。
そして足並を揃えることも。来年も登山月
報へのご寄稿宜しくお願いします。
� （広報担当 水島彰治）
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八重山

神奈川県・山梨県東部トレイルラン連絡協議会

北丹沢12時間山岳耐久レース実行委員会
陣馬山トレイルレース実行委員会
八重山トレイルレース実行委員会
東丹沢宮ヶ瀬トレイルレース実行委員会
上野原秋山トレイルレース実行委員会
南高尾城山陣馬サンセットトレイルレース実行委員会
峰山トレイルレース実行委員会
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(株)ネイチュアエンタープライズ 「岳人」�No.834
(株)山と溪谷社 「山と溪谷」�No.980
(株)体育施設出版 「SF月刊体育施設」�2016年11月号
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日本トレーニング指導者協会 「JATI�EXPRESS」�Vol.55
Corean�Alpine�Club 「山」�Vol.248
（公財）全日本ボウリング協会 「JBCnews」�第540号
兵庫県山岳連盟 「兵庫山岳」�第593号
（公財）日本体育協会 「体協スポーツニュース」「体協フェアプレイニュース」2016年10月31日号
La�rivista�del�Club�alpino�italiano 「Montagne360」�2016.11
（公財）日本体育協会 「Sports�Japan」�vol.28
（公社）日本武術太極拳連盟 「武術太極拳」�№325
（公財）埼玉県体育協会 「スポーツ埼玉」�Vol.274
日本勤労者山岳連盟 「登山時報」�No.502
（公財）日本体育協会 「体協スポーツニュース」「体協フェアプレイニュース」2016年11月14日号
korean�Alpino�Federation 「大山聯」�Vol.215
中国登山協会 「山野」�2016�11�総219期
TJAR実行委員会　武田耕治 TJAR2016大会報告書
東京野歩路会 「山嶺」�No.1041
(株)ベルカディア�モンベルクラブ事務局「OUTWARD」�No073
（公社）日本山岳会 「山」�№858
おいらく山岳会 「山行手帖」�№684
横浜山岳会 「山」�1014号
影山淳（シルクロードクラブ） 「悠久の大地イラン訪問記」ダマバンド峰報告書
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　東京都（大島）の提案あり。
２．第７回（平成２８年度）自然保護指導
員研修会について

　１１月５日㈯　国立オリンピック記念青
少年センター　１８時～ ２１時３０分

　プログラム５の蒲池都岳連委員の発表
は本人の都合によりカットになった。

　参加予定都県：東京、神奈川、埼玉、千
葉

エ）情報交換・連絡事項
１．ＪOCスポーツ環境委員会の第１２回
スポーツと環境。地域セミナー

　１１月１８日　於：都庁都民ホール（松隈、
岩崎、猪狩３名出席）

２．小島委員からの提案
①ハセツネCＵＰ日本山岳耐久レースに
出場しての意見

　ヘッドランプの照度が高すぎる、クマ
鈴をつけて走ること等自然環境に与え
る影響はどのようなものだろうか？　
環境に対しての配慮が足りないのでは
ないか。

　集団行動の行動ルール、ガイドライン
が必要。自然保護の立場から何ができ
るかを中央から発信することが必要で
は。

②携帯トイレの普及・販売推進について
　ルートがないか。皆さんからの情報が
ほしい。

　総会分科会の報告書提出依頼。Ａ４１
枚にまとめて報告

⑶ジュニア・普及委員会
　１０月２１日㈮　出席３名
ア）ジュニア登山教室�in�立山の報告書発
送について

イ）中高年安全指導者講習会（東部・西
部地区）の報告

ウ）第７回全国高等学校選抜クライミン
グ選手権大会の準備状況報告

⑷�遭難対策委員会
　１０月２６日㈬　出席８名
ア）英国（ＭＴC）往訪報告
イ）夏山リーダー資格に関して
ウ）IＳC（Incident�Command�System）
に基づく雪崩捜索救助訓練コースにつ
いて

・カナダからパークレンジャーの講師を
招聘して、２/６㈪～９㈭、谷川岳周辺
で講習会を実施。定員１２名

エ）積雪期レスキュー講習会について
・１/２７㈮～ ２９㈰、谷川岳（土合山の家周
辺）

６．その他の重要事項
　１０月６日～ １０月２８日
⑴第７１回国民体育大会
　１０月６日㈭～９日㈰　於：岩手県盛岡
市　八木原会長、國松副会長

⑵中高年安全登山指導者講習会（西部地
区）　１０月８日㈯～ １０日㈪

　於：徳島県　剣山周辺　仙石常務理事
⑶「Ｔｏｋｙｏどこでも競技場プロジェ
クト」　１０月１０日（祝月）　於：ＮＨＫ

スタジオ中継生放送　尾形副会長
⑷噴火時等の手引き作成委員会
　１０月１１日㈫　於：中央合同庁舎
　尾形副会長
⑸ＵIＡＡ総会　１０月１１日㈫～ １９日㈬
　於：イタリア　南チロル　八木原会長、
小野寺常務理事

⑹第７７回国体正規視察　１０月１３日㈭
　於：栃木県壬生町
　森下競技部長、西原委員長
⑺国立登山研修所「登山研修」編集委員
会　１０月１３日㈭　於：ＪＳC会議室

　尾形副会長
⑻世界ユース選手権大会説明会
　１０月１５日㈯　於：岸記念体育会館　
森下競技部長、小日向委員長

⑼スポーツ＆文化�on�ワールド・フォー
ラム　１０月２０日㈬　於：グランドファ
イアット東京　尾形副会長

⑽旭金属工業㈱安八郡工場スピード壁竣
工式　１０月２３日㈰　於：旭金属工業
㈱安八郡工場　小日向委員長

⑾公認スポーツ指導者制度改定説明会　
１０月２５日㈫　於：岸記念体育会館　
蛭田副委員長

⑿２８年度上期決算処理打ち合わせ
　１０月２５日㈫　於：岸記念体育会館　
立元会計士、相良財政担当理事、小野
寺常務理事

⒀顧問懇談会
　１０月２６日㈬　於：岸記念体育会館４
Ｆ特別会議室　各顧問、三役等

⒁第７３回福井国体準備状況打合せ
　１０月２７日㈭　於：福井県池田町教育
委員会　國松副会長、西原委員長

⒂２８年度中間監査
　１０月２８日㈮　於：�岸記念体育会館４
Ｆ特別会議室　内藤監事、岡本監事、
中畠監事、尾形副会長、小野寺常務理
事、相良理事
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